












w平成２８年６月１９日（日） 
指指導導法法講講習習資資料料（（補補足足））  

担当者	 手島 利一 
１．平成２８年度の「指導目的」、「技能の指導目標」については、 
	 剣道講習会資料の P１０～１１ 
	 剣道指導要領の第２章・剣道の在り方 
	 第３章・剣道指導の在り方を参照 
 
２．剣道を行う場所が体育館等であっても、修行し心身を鍛錬する神聖な場所であるので、

入退場の際の礼や伝統的な作法を行う様に指導することが大切である。 
 
３．ハラスメントの管理 
	 ・勝ちにこだわる指導は慎むこと。 
	 ・行動・言動・態度に要注意。 
	 ・現在の子供達は、昔自分達が修行した時代の方法は通用しないことを理解する。 
 
４．礼法 
	 ・礼法については、剣道指導要領の第５章を参照。 
	 ・立礼 
	 	 	 立礼には、上体を前傾させる角度で「三節の礼」がある。 
	 	 	 現在は、神前・上座に向かって上体を約３０度前に傾けて礼と相互の上体を約１５

度前（相手に注目）に傾けての礼が一般的である。 
	 ・座礼 

	 	 	 座り方は、左足を約半歩引き、左膝右膝の順で膝を着き、跪
き

居
きょ

（爪先を立てる態勢）

の態勢を取ってから座る。 
	 	 	 礼は、正座の姿勢で相手を注目して背筋を伸ばしたまま上体を前方に傾けつつ、両

手を同時に床につけ、息を吐きながら礼をし、一呼吸後、息を吸いながら体を起す。首を

曲げたり臀部を上げたりしないこと。 
 
５．剣道着・袴および用具 
	 ・剣道着・袴・用具等の名称・取扱い方法等については、剣道指導要領の第４章を参照。 
 
６．手拭いのかぶり方 
	 ・手拭いのかぶり方は、剣道指導要領の P１６～１７の二種類の方法で指導すること。 
 
 



７．面の着装 
	 ・面ひもの結び目は、目線の後部で確実に結束すること（この頃上方で結束していて試

合・稽古中に脱落する者が見受けられ、危害防止のため）。 
	 ・結び目を目線の後部で結束していると誤って後方に転倒した際、後頭部を直接床等に

ぶつけることなく危害防止となる。 
	 ・面ひもの長さは、結び目から４０cm以内とする様指導すること。 
 
８．木刀・竹刀の持ち方 
	 ・木刀・竹刀の持ち方については、剣道指導要領のＰ３７～３８参照。 
	 ・左手の小指を柄頭いっぱい（又は半かけ）にかけて上から握る様にすること。 
 
９．構え方と納め方 
	 ・構え方と納め方については、剣道指導要領のＰ４０～４１参照。 
	 ・構えた時は、常に膝を相手に向ける様にすること。 
	 ・刀・竹刀を持たない方の手は、指を揃えて、水をすくう様な手の形をすると良い。 
	 ・蹲踞から納刀し、右手を必ず、足の付け根に取ってから立ち上がり、右手を自然に下

に下ろすこと。 
 
１０．剣道具を着装しての実技指導 
	 ・応用動作は、木刀による剣道基本技稽古法活用して実施すること。 
	 ・鍔ぜり合い、体当りの方法も正しく指導すること。 
 
	 基本１	 一本打ちの技 
	 	 	 正面	 小手	 胴（右胴）	 突き 
	 基本２	 連続技 
	 	 	 小手→面	 小手→胴	 他 
	 基本３	 払い技 
	 	 	 払い小手（裏）	 払い面（表裏） 
	 基本４	 引き技 
	 	 	 面体当り→引き面・小手・胴 
	 基本５	 抜き技 
	 	 	 面抜き胴	 小手抜き小手・面 
	 基本６	 すり上げ技 
	 	 	 小手すり上げ面（表裏）・小手 
	 基本７	 出ばな技 
	 	 	 出ばな小手・面・突き 



	 基本８	 返し技 
	 	 	 面返し胴・右胴 
	 基本９	 打ち落し技 
	 	 	 胴打ち落し面・引き胴打ち落し胴 
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